
青空と緑と産業のまち

広報 12月
-みんなでささえる介護/特集「介護保険制度」がはじまります
.よみがえれホタルの里/下水道できれいな町づくりを
.乙れを見ればだいじようぷ/年末年始役場関係の業務案内・ゴミ収集
・地域の福祉や援助に役立て5れます/12月1日-...31日は歳末たすけあい運動

No.254 
一第6回，3¥れあいマラソン大会一

楽しくマイペースで行こうネ・.....

-発行昭和町役場干409-3880山梨県中巨摩郡昭和町押越542-2TEし 0552-75-2111 ・ F~X.0552-75-2109 編集/企画行政課



介
護
・
・
・

介護保険を知ろう
「介護保険制度」は、 1997年12月9日衆議院本会議で

可決成立し、 2000年4月 1日のスタートに向けて準備

が進められている新しい制度です。

日
本
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
世
界

に
類
を
見
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

寿
命
が
永
く
な
る
「
長
寿
化
」
と
、
子

ど
も
が
少
な
く
な
る
「
少
子
化
」
の
相

乗
作
用
に
よ
り
高
齢
化
は
進
行
し
ま
す
。

長
寿
は
好
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
に
よ
り
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の

数
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
介
護
す
る
期

間
も
長
く
な
り
介
護
す
る
家
族
に
は
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
ま
で
介
護
は
、
そ
の
人
の
配
偶
者

で
あ
っ
た
り
、
子
ど
も
や
嫁
で
あ
っ
た

り
、
い
わ
ゆ
る

「身
内
」
が
す
る
も
の

と
い
う
慣
習
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
の
高
齢
化
が
進
み
核
家

族
化
が
進
み
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん

で
い
る
社
会
状
況
の
中
、
介
護
を
ご
く

一
部
の
身
内
だ
け
が
抱
え
込
む
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

介
護
疲
れ
か
ら
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か

っ
た
り
、
無
理
心
中
を
図
っ
た
り
と
言

っ
た
深
刻
な
事
態
も
お
き
つ
つ
あ
る
の

が
現
状
で
す
。

誰
も
が
長
い
人
生
の
中
で
い
ず
れ
は

介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
る
と
い
う
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の
た
め
、
そ

し
て
そ
れ
よ
り
先
に
今
、
介
護
は
個
人

で
は
な
く
社
会
で
支
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
、
介
護
さ
れ
る
本
人
や
介
護

す
る
家
族
の
希
望
を
尊
重
し
、
福
祉
、

保
健
、
医
療
の
ト
ー
タ
ル
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
で
状
態
の
改
善
を
図

り
な
が
ら
残
さ
れ
た
能
力
を
で
き
る
限

り
生
か
し
、
在
宅
で
の
生
活
を
重
視
し

て
い
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

② 平成10.12.1しょうわ広報

制
度
の
あ
ら
ま
し

-
介
護
保
険
制
度
は
西
暦

2
0
0
0

年
4
月

1
日
に
始
ま
り
ま
す
が
、
要

介
護
認
定
の
申
請
は

1
9
9
9
年
刊

月

1
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

-
事
業
主
体
(
保
険
者
)
は
昭
和
町

で
す
。

-
介
護
保
険
に
加
入
す
る
人
(
被
保

険
者
)
は
、
日
歳
以
上
の
方
全
員
(
第

一
号
被
保
険
者
と
い
う
)
と
、

ω歳

か
ら
似
歳
ま
で
で
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
全
員
(
第
二
号
被
保
険

者
と
い
う
)
で
す
。

-
被
保
険
者
は
、
月
々
所
得
に
応
じ

た
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
時
、

町
に
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を
し
、

認
定
さ
れ
た
場
合
は
介
護
計
画
(
ケ

ア
l
プ
ラ
ン
)
を
立
て
、
そ
れ
に
沿

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
、
受
け
た

サ
ー
ビ
ス
料
の

一
割
を
支
払
い
ま
す
。

(
3
ペ
ー
ジ
図
参
照
)



介護が必要になった高齢者
申請書を受け付けた町は、

町の保健婦などが日常の

生活動作や特別な医療を

受けているか等の調査を

するために訪問します。

申請できるかた

(第 1号被保険者) (第 2号被保険者)

65歳以上のかた 40~65歳未満のかた

.寝たきり 痴ほうな .初老期痴ほう、脳血
どの入浴、排せつ、 管障害など、老化に
食事などの日常生活 伴う病気で介護など
動作について常に介 が必要になったかた
護が必要なかた .国で定めた15種類の

.家事や身じたくなど 特定疾病に限定
の日常生活に支援が
必要なかた

役場介護保険窓口

申請は、本人・家族がしますが、

介護支援専門員に依頼することも

できます。

申請者には原則として

申請受付から30日以内

に結果を通知します

gE墨E盟B
②の調査結果とかかりつけ医の意見書に基づき、

保健・福祉・医療の分野の学識経験者によって

編成された「介護認定審査会」が、介護や支援

が必要か否か、及び必要な場合はどの程度の介

護が必要か審査判定します。

屋冨冨冨EZ・
屋墨書t:::.^~tOOi0)1'F・
申請者や家族の希望を尊重し、

介護支援専門員という資格を

持った人が申請者の要介護度

に応じた支給限度額も考慮し

て、「介護サービス計画」を作

成します(*自分で作成し役

場に提出してもよい)

戸1

自 介…状いの必要度
に応じて軽い方から 1から 5まで

のランクで判定されます

固 締儲まれ刊一で引l
が必要な状態です

固 一一ます

盤 罰 璽 ・
「介護サービス計画」に基づいてサービスが受けられます。その

時の申請者の負担は、受けた介護サービス全体の一割です。

介護が必要ないと判定され、介護

保険からの給付サービスは受けら

れません

施設サービス

今
回
を
含
め
叩
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

『
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
』
を

特
集
い
た
し
ま
す
。
こ
の
新
し
い
制

度
成
功
は
、
町
民
(
被
保
険
者
)
の

皆
さ
ま
が
い
か
に
よ
く
制
度
を
理
解

し
、
信
頼
で
き
る
制
度
と
し
て
受
け

入
れ
て
く
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
も
っ
と
よ
く

知
り
た
い
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
、
何
で
も
結
構
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告
お

'2
1
1
1
内
線
2
5
7

次
回
は
「
介
護
保
険
制
度
財
源
の

し
く
み
」
を
掲
載
し
ま
す
。

広報 平成10.12.1しょうわ③ 



昭
和
町
の
下
水
道
整
備

家
庭
や
工
場
か
ら
出
る
汚
水
を
下
水

道
管
に
よ
っ
て
集
め
、
処
理
場
で
浄
化

し
、
き
れ
い
な
水
と
し
て
川
や
海
に
も

ど
す
下
水
道
は
、
環
境
を
守
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
で
は
、
昭
和
白
年
か
ら
下
水

道
の
整
備
を
進
め
、
現
在
は
河
西
・
上

河
東
・
上
河
東
二
区
・
築
地
新
居
・
飯

喰
地
区
の
一
部
地
域
で
下
水
道
の
使
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
凶
年
叩
月
か
ら
は
、
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
ま
し
た
西
条
二
区
・
押

越
地
区
の
一
部
地
域
(
左
図
参
照
)
で

下
水
道
の
使
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

④ 

下
水
道
施
設
の
建
設
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
が
、
公
園
や
道
路
な

ど
の
よ
う
に
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

す
る
も
の
と
ち
が
い
、
限
ら
れ
た
人
だ

け
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を
税
金
だ
け
で
ま
か

な
う
と
、
利
用
で
き
な
い
地
域
の
人
た

ち
と
の
聞
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て

利
益
を
受
け
る
人
た
ち
に
建
設
費
の

一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
不
公

平
を
少
し
で
も
解
消
す
る
と
と
も
に
、

下
水
道
の
建
設
を
促
進
し
て
い
こ
う
と

い
う
制
度
が
受
益
者
負
担
金
制
度
で
す
。

一負担金額は?1 rrlあたり310円です-
Hl1.6.1までに納付書が送付されます。

平成10.12.1しょうわ広報

負担金は、その土地に対して一度だけのものです。

165 rrl (約50坪)の土地所有者の場合

310円X165 rrl =51， 150円



〔@ 工事の依頼 t 

希望する指定工事庖に工事費の見積り

を依頼します。

指定工事庖は、現地を調査し見積書を

作成します。

見積書の内容をよく確認のうえ、工事

を依頼してください。

《2.-E重町議遁奇書.

指定工事庖は、工事の確認申請書を作

り、町に提出します。

申請書類の作成、提出は指定工事庖が

代行しますが、申請者の押印が必要です。

(借地、借家の場合は、権利者の同意

書が必要です。)

《3~ff~寄逗E民主主産幸司b

町は提出された申請書の内容について、

施工方法などが適正かどうかを審査し、

工事の確認をします。

RB 工事の実施 】|

確認を受けた指定工

事庖は、工事に着手し

ます。工事に必要な日

数は、一般の住宅の場

合およそ 1日から 3日

くらいで、そのうちト

イレが使用できないの

は1日程度です。

⑤ 広報しようわ平成10.12.1

《5.-E主豆町盃耳臣官四・

指定工事庖は、工事完了届・公共下水

道使用開始届を町に提出します。

《6]1匝E主語・~亙蹟言-

町は工事完了届に

より完了検査をしま

す。検査に合格する

と「検査済証」を門

戸等の見やすいとこ

ろにはります。

工事費は原則として完了検査が終わっ

てから、指定工事庖に支払ってください。

なお、助成金、貸付金を申請された方

は、確認してください。

〔排水設備について】|
公共下水道が整備され供用開始となった区域で

は、下水道が使用できるようになります。この区

域の家庭や事務所では、汚水を直接公共下水道に

流すための“排水設備"の工事をしていただきます。

O排水設備は建築物の所有者が行います。

排水設備の工事は、建築物の所有者が行うこ

とに義務づけられています。借家人などの土地

や建物の所有者以外でも所有者の同意があれば

排水設備の工事をすることができます。

0排水設備とは・・・

トイレ、風巴、台所などの流し口から公共汚

水ますまでの部分で、汚水を排水するために設

置する施設(排水管やますなど)をいいます。

この排水設備は、個人の費用で設置し管理し

ていただきます。



年
末 惨役場の業務案内 年

惨 始

(町の施設は… I
=閉館・定休日

施設 名
12月 平成11年1月

25 26 27 28 29 30 31 2 3 
(金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日)

役場一般窓口

公民館・教育委員会

総合会館・温泉

西条・押原・常永児童館

町立図書館

町立温水プ}ル

総合体育館

スポーツ施設

住民票・印鑑証明
自動交付機

*年末年始の休みの間でも、出生、死亡、婚姻届けなど、

戸籍に関する届出は役場の当直者がお預かりします。

*役場には当直者が常時勤務していますので、緊急なご

用件は(公75-2111)へご連絡ください。

[ゴミの収集は・・・】
-年末最終収集日及び年始収集開始日

4 5 
(月) (火)

12月収集最終日 1月収集開始日

6 
(水)

収集地区名 西条地区 押原・常永地区 西条地区 押原・常永地区

燃えるゴミ 29日 28日 5日

不燃ゴミ(アルミ等) 25日 16日 13日

粗大ゴミ 21日 21日 27日

特殊ゴミ 21日 21日

*年末・年始の燃えないゴミの収集日の曜日に変更がありますの

で、注意しましょう O

*又その他のゴミの収集日についての詳しい日程は、 8ページの

「こよみコーナー」をご覧ください。

*ゴミについてのお問い合わせは

役場環境衛生課(企75-2111)までご連絡ください。

4日

6日

27日

広報しようわ平成10.12.1 ⑤
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と
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町内各地区の新郵便番号

西 条 409-3866 
清水新居 409-3867 
西条新田 409-3865 
押 越 409-3864 
河東中島 409-3863 
紙漉阿原 409-3861 
築地新居 409-3853 
築地新田 409-3854 
飯 喰 409-3852 
河 西 409-3851 
上 河 東 409-3862 
昭和町役場 409-3880 

皿一一一一一一 回

家屋を取り壊したみなさんへ
滅
失
家
屋
の
届
出
は

役
場
税
務
課
窓
口
で

か
ん
た
ん
に
で
き
ま

す

お
忘
れ
な
く
/

パスポートの管理はしっかりと

43:25日::::J二百:2111

固定資産税は、毎年 1月 1日を基準として

課税されます。今年 1年間に、老朽化や建て

替えなどで建物を取り壊した所有者のみなさ

ん、今月中に役場税務課窓口に滅失家屋の届

出をしてください。

届出に必要なものは、

*お問い合わせ

税務課資産税係 (ft75-2111内線223)

印鑑だけです。

医l首長|メ|モ|

女こどもの外科

山梨医科大学医学部附属病院講師

第二外科高野邦夫

こ
ど
も
の
外
科
で
は
ど
の
よ
う
な
疾
患
を
ど

の
よ
う
に
治
療
し
て
い
る
か
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
こ
の
機
会
に
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
我
々
が
診
療
の
対
象
と

す
る
の
は
十
五
歳
以
下
で
、
お
も
に
腹
部
(
消

化
器
)
・
体
表
を
中
心
と
し
た
種
々
の
疾
患
を

扱
っ
て
い
ま
す
。
十
五
歳
以
下
と
言
っ
て
も
、

人
間
の
生
涯
で
一
番
変
化
を
示
す
時
期
で
も
あ

り
、
通
常
は

W
H
O
分
類
に
従
っ
て
、
新
生
時

期
(
四
週
間
以
内
)
、
乳
児
期
(
一
歳
未
満
)
、
幼

児
期
(
六
歳
未
満
)
、
学
童
期
(
六

1
十
二
歳
)
、

思
春
期
(
十
三
1
十
八
歳
)
と
分
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
患
児
の
年
齢
に
よ
り
特
徴
的
な
疾
患
や

病
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
の
特
殊
性

を
熟
知
し
て
診
療
に
当
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
新
生
時
期
や
乳
児
期
で
す
と
、
成
人
と
比

べ
て
発
育
途
上
で
あ
る
た
め
臓
器
や
生
理
機
能

が
未
熟
で
あ
り
、
こ
れ
を
よ
く
理
解
し
て
診
療

や
手
術
を
考
慮
し
て
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
麻
酔
方
法
や
、
手
術
機
器
や
手
技

も
特
殊
で
成
人
の
そ
れ
と
は
異
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
腹
の
開
腹
も
、
成
人
で
す
と
縦
切
開

に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
小
児
で
は
一

般
的
に
横
切
開
で
行
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
横
切
開
の
ほ
う
が
腹
筋

で
覆
わ
れ
傷
が
聞
き
難
い
の
と
、
皮
膚
の
織
と

一
致
し
て
い
る
た
め
成
長
し
て
か
ら
傷
跡
が
目

立
ち
に
く
い
為
で
あ
り
ま
す
。

小
児
外
科
で
扱
う
疾
患
の
、
年
齢
に
よ
る
差

異
と
特
殊
性
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
新
生
時

期
で
は
先
天
性
の
食
道
閉
鎖
症
、
間
破
裂
・
小

腸
閉
鎖
、
鎖
紅
、
ヒ
ル
シ
ユ
ス
プ
ル
ン
グ
病
、

腹
壁
異
常
な
ど
緊
急
処
置
を
要
す
る
疾
患
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
胎
児
診
断
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
先
天
性
の
横
隔
膜
ヘ

ル
ニ
ア
や
腹
壁
異
常
、
腸
閉
鎖
症
が
疑
わ
れ
た

場
合
は
、
母
胎
搬
送
し
て
産
科
・
新
生
児
科
・

小
児
外
科
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
出
産
し
、
診

断
治
療
に
手
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
患
児
の

救
命
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
で
は
特

に
外
来
で
多
く
診
療
す
る
の
は
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ

ア
、
痔
痩
、
虹
門
周
囲
膿
傷
、
膳
ヘ
ル
ニ
ア
、

頚
部
腫
癌
(
リ
ン
パ
節
腫
大
を
含
む
)
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
は
翫
頓
症
例
以

外
は
六
ヵ
月
以
降
か
ら

一
歳
前
後
に
手
術
を
行

い
ま
す
。
瞬
ヘ
ル
ニ
ア
は
九

O
%
が
自
然
治
癒

が
期
待
で
き
ま
す
。
時
々
貨
幣
で
ヘ
ル
ニ
ア
門

を
覆

っ
て
大
き
な
臓
部
の
皮
膚
炎
を
併
発
し
た

患
児
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ヘ
ル

ニ
ア
門
を
覆
う
必
要
は
な
く
、
臓
が
出
て
い
て

見
た
目
は
心
配
で
し
ょ
う
が
そ
の
ま
ま
で
、
経

過
を
見
て

一
歳
過
ぎ
て
も
脱
出
す
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
臓
形
成
を
加
え
て
手
術
を
行
い
ま
す
。

と
も
に
入
院
は

一
泊
二
日
で
、
ご
家
族
に

一
晩

付
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
旺
門
周
囲
膿
蕩

は
生
後
六
か
月
位
か
ら
発
症
し
、
再
発
を
繰
り

返
す
た
め
、
毎
日
何
回
か
お
む
つ
を
交
換
す
る

お
か
あ
さ
ん
に
と

っ
て
は
苦
痛
の
種
と
な
り
、

時
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
も
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
再
発
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、
成
人
の
そ
れ

と
は
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
違
い
、
多
く
は
一

歳
六
か
月
を
過
ぎ
る
と
治
癒
し
て
き
ま
す
。
膿

揚
が
で
き
た
ら
膿
を
排
出
し
、
成
長
発
育
に
よ

り
改
善
し
て
き
ま
す
。
救
急
を
要
す
る
疾
患
と

し
て
、
腸
重
責
、
肥
厚
性
幽
門
狭
窄
症
が
あ
り
、

当
科
の
治
療
の
特
般
と
し
て
は
腸
重
責
症
で
は

空
気
整
復
に
よ
り
、
よ
り
安
全
な
治
療
を
行
い
、

肥
厚
性
幽
門
狭
窄
症
で
は
創
部
が
目
立
た
な
い

よ
う
に
臓
部
で
の
皮
膚
切
聞
を
行
い
、
患
児
の

Q
O
L
を
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胆
道
閉

鎖
症
・
胆
管
拡
張
症
・
腹
部
腫
蕩
な
ど
の
特
殊

な
疾
患
も
こ
の
時
期
に
発
症
し
て
き
ま
す
。
幼

児
期
か
ら
学
童
期
で
は
悪
性
疾
患
と
と
も
に
不

慮
の
事
故
に
よ
る
外
傷
例
が
多
く
な
り
ま
す
。

小
児
外
科
で
扱

っ
て
い
る
主
な
疾
患
を
紹
介

し
ま
し
た
。
私
が
小
児
外
科
医
を
め
ざ
し
て
い

た
一
九
七

0
年
代
半
ば
こ
ろ
の
治
療
成
績
は
惨

慌
た
る
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
四
半
世
紀
に
呼

吸
器
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
機
器
の
改
良
と
開

発
と
と
も
に
、
栄
養
管
理
の
進
歩
に
よ
り
重
篤

な
合
併
症
が
な
い
限
り
救
命
し
う
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
小
児
外
科
疾
患
の
治
療
成
績
の
向

上
は
、
食
べ
れ
な
い
飲
め
な
い
思
児
に
対
す
る

中
心
静
脈
へ
の
カ
テ
l
テ
ル
挿
入
に
よ
る
高
カ

ロ
リ
ー
輸
液
法

(
I
V
H
)
の
進
歩
と
普
及
に

よ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
で
は
悪
性
腫
蕩
の
抗
癌
剤
治
療
に

I
V
H
を

併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
良
好
な
治
療
成
績
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
外
科
栄
養
法
に
関
し
ま
し
で
も
紹
介
で
き
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

企
画
財
団
法
人

平成10.12.1しょうわ広報
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女
秋
季
球
技
大
会
の
結
果
女

ト
般
開
子
上
河
東
二
区
第
初
回
地
区
対
抗
壮
年

一MM
一
時
ト
間
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第27園地区対抗一般男子・女子バレーボール大会

一
般
女
子

優

勝

河

西

準
優
勝
西
条
二
区

第
3
位

西

条

一

区

紙
漉
阿
原

10/25 

秋季ゲートポール大会

揺

出

脱

扮

準
優
勝

第
3
位

街

州

防

間

同

総
ポ
袖
山
叫
一
将
刺
犀
同

紙
漉
阿
原

河

西

第7回親子13¥れあいマス釣り大会10/24 秋季町民ゴルフ大会の結果10/22 

φ個人の部(敬称略)

優勝山田 昇

準優勝油川勝司

第 3位新田重典

.団体の部

優勝西条二区

準優勝河東中島

第 3位上河東

可司司~

手作り絵本教室開催

華
呈
思

尚
一
U
州
り
い
い
い

9/22-10/20 

企第 9回昭和町商工会地区

別対抗ゴルフ大会でのチャ

リティー募金46，020円を町

社会福祉協議会へ寄付して

いただきました。

v昭和町建設安全協議会か

ら、ふるさとふれあい祭り

で、のバザーの収益金32，680

円を町社会福祉協議会へ寄

付していただきました。

企厨行政課広務係~75-2111

しょうわ 平成10.12.1 ③広報

楽["t )話題・信長夜がdちりま[，，;をにおヘ



師走です、

うっかり火災に気をつけて/ 歳末助け合い運動(~31 日)

年末は、慌ただ しさから火気の 乳児健診 リハビ リ教 室 乳児健診

使用放置に よる火災が発生 しがち

J金
心配ごと相談 エ ア ロビクス教 飼えなくなった

です。 (社会福祉協議会 室(夜間) 犬 -猫収集日

ガス コ ンロの使用放置、風日の
午後1時 -3時) (総合会館前

空焚き、スト ー ブの消 し忘れなど
エ アロピクス教 午 前10時50分 ~

室(午後) 10時55分)
十分注意を しましょう。 エ アロ ピクス教

甲府地区消防本部 室(午前)

6量 10露 11 ~ 
大雪

一温皐 |一 館 …教室 !2-検詰
休館 総合体育館休館 心配ごと相談 エア ロ ピクス教

温水プール休館 (社会福祉協議会 室(夜間)

母子手帳交付及 午後1時-3時)

ぴ一般健康相談 エ アロピクス教

室(午後)

出 l船 15百 16露 1?奇 18 ~ 
ー ー ー ーーーーーーーーーー--------- 一一『一一一ーーーー一ーーーー ー ー ー ー ー ー ーー ーー ー ーー ーーーーーー『一一ー一一一一ー一ーー一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一 一 一一一一一一一一一一一戸

図書館休館 1歳 6か月児健 リハビリ教室 母子手帳交付及 飼えなくなった

総合体育館休館 診 心配ごと相談 ぴ一般健康相談 犬・猫収集日

温水ブール休館 (社会福祉協議会 読みきかせ と (総合会館前

午後1時 -3時) お話の会 午 前10時50分~

行政相談 (午前11時~ 10時55分)

(中央公民館 図書館)

午後 1時-)

20 ~ 121露 22 ~ 23言 24治 25室
え至 圃天皇誕生日 クリスマス・イブ クリスマス

一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 ー ー ー 『 ー ー ー ー ー ーーーーーーーー一ー一一一一一ー一ー一一一一一ー ーーーーー世』ーーー ーーーーーーーー』ーーーーー

総 合会館温泉|図書館休館 整形外科検診 総合会館・温泉 総合体 育館休館 母子手帳交付及

休館 総合体育館休館 ボカシイ乍り 休官官 リハビリ教室 ぴ一般健康相談

温水プール休館 (午後 1時-) 図書館休館 献血

国際交流教室

見やすいところに貼るなどしてご利用ください み

8
m

よ

m
m

乙

:

氾

の

問

印

月

即

:

2
平

司

河

1

r

u

 

白
b

2?露 29 ~ 28 ~ 30強 ゆとりとマナー 今日もさわやか

甲斐の路

パパよしママよしボクもよし/

みんなしめたよ シートベルト/

人も車も自転車も 正しいルールを

身につけて

31室

公民館・児童館・総合会館・温泉

温水ブール・図書館・総合体育館休館

地
区
一
燃
え
る
物

西 西 清 西|押河紙築飯河上よ
条条水条 ! 東漉地 刈| 河東

新新|中阿新 一

区 区 居 田 |越 島原居喰西東区
毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日

1日・4日・8日・11日・ 15日 13日・7日・ 10日・ 14日

・18日・22日・25日・29日 1.1?日・21日・24日・28日

第2水曜日・第4金曜日 |第 1水曜日・第 3水曜日

9・25日 2・16日

21日(第 3月曜日)

ビンは、お近くの空きビンポストヘ

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしま
せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。
黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋・荷札には必ず氏名、電話番号を記入して
ください。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集自の当日午前8時30分までに出してく
ださい。

※燃える物、燃えない物、リサイクル品の分
別はしっかり行ってください。

※引っ越しゴミなどを早く処理したい場合は、
環境衛生課へご相談ください。

環境衛生課 (75-2111) 

①広報 しようわ平成10.12.1



国 児健康診査

該当児 | 受付時間

平成9年11月生まれ | 午後 1時--1時15分

平成1叩月生まれ |午後 1時30分--2時

該当児 | 受付時間

平成1附月生まれ |午後 1日刊時15分

平成10年 5月生まれ | 午後 1時30分--2時

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証-印鑑・筆記用具・パスタオル

回 児整形外科検診

実施日 12月22日(火)

受付時間午後 1時--1時15分
場 所総合会館

該当児平成10年 8月~平成10年 9月生まれのお子さん

持ち物母子手帳・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セッ トの配布… 8月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布… 9月生まれ

回 歳6か月児健康診査

実施日 12月15日(火)

受付時間午後 1時--1時30分
場 所総合会館

該当 児平成 9年 4月~平成 9年 5月生まれのお子さん及

ぴ前回未受診のお子さん

持ち物母子手帳・l歳 6か月児健康質問票

四 歳児商戦診

実施日 12月10日(木)

受付時間午後 1時--1時30分
場 所総合会館

該当 児平成 8年 8月~平成 8年10月生まれのお子さん

持ち物母子手帳・質問票 -歯ブラシとコップ

四八ビu教室

対象者 町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など)

訓練会場総合会館機能訓練室

(会場まで車での送迎をいたします)

訓練日程 12月 3日(木)・9B (水)・16日(水)・24日(木)

.区ヨ・-
EEZ子手帳交付及び一般健康相談

日 時 12月7日(月) 午前 9時--11時30分
12月17日(木) 午後 1時30分--4時

12月25日(金) 午前9時--11時30分
場 所総合会館

※総合健診の結果報告会においでになれなかった方には、結

果表をお渡ししています。

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ちください。

※予防接種についてのご相談も受け付けています。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

昼過 防接種の接種間隔

前に受け た 予 防 接種 I I前 に受 けた予防接 種

BCG はしか 風しんポリオ I 3種混合 日本脳炎

U土長)閉
今回受けるすべて の 予防接種

'しさだく
に
力

血
協

献
ご

年末年始は、血液が不足することが予想され

ます。みなさまのご協力をお願いします。

日 時 12月25日(金)

午前 9時30分--12日事

午後 1時~午後 3時30分まで

場所昭和町役場前

献血の種類成分献血

全血献血 (200m2，400m2) 

あ
な
た
の
真
心
を

待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

tQ ~，ち
一、、、./ J

f ・-0司- )、

園保健・健康に関するお間合わせは
役場健康福祉課保健指導係

ft75-21日 内線252・253までどうぞ

広報しようわ平成10.12.1 ⑬



l Z震のひ3ぱ I 

県
体
育
祭
で
表
彰

〈
文
化
協
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
〉

第
日
回
山
梨
県
体
育
祭
に
昭
和
町
文
化
協
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

県
内
各
市
町
村
か
ら
お
チ
l
ム
が
出
場
し
、

持
ち
前
の
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

昭
和
町
文
化
協
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
は
初

出
場
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
し
た
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
県
体
育

協
会
か
ら
「
奨
励
賞
」

・
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
か
ら

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
」
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

““ 
ωm
年
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
は
、

半
年
間
の
熱
戦
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
は
各
リ

l
グ
の

1
・
2

位
が
上
位
リ

l
グ
へ
、

7
・
8
位
が
下

位
の
リ
l
グ
へ
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
各
チ
l
ム
の
成
績
は

表
の
と
お
り
で
す
。

Aリーグ成績

チーム名 勝 負 分 勝点

西条一区クラブ 5 2 。 17 

昭和一般男子 4 3 。 15 

昭和クラブ 4 3 。 15 

盟和トラパーズ 4 3 。 15 

飯喰フレンダーズ 3 3 1 14 

西条二区 A 4 3 。 13 

スリ}エスクラブ 3 4 。 13 

築地クラブ 。 6 1 8 

Bリーグ成績

チーム名 }勝 負 分 勝点

ノンキーズ 6 。 19 

中島クラブ 6 。 19 

押原クラブ 4 2 1 16 

押越クラブ 3 4 。 13 

西条二区B 3 4 。 13 

目立甲府 3 3 1 12 

ワカツキスピリッツ 2 5 。 11 

湯楽会 。 7 。 7 

Cリーグ成績

チーム名 勝 負 分 勝点

河西F.F.C 6 。。 18 

体協シニア 3 3 。 12 

テッチャンズ 3 3 。 12 

河西クラブ 4 2 。 12 

Kクラブ 2 3 11 

西条一区ベアーズ 4 l 9 

ラビット 1 5 。 8 

順
位
は
各
チ

l
ム
の
勝
ち
点
に
よ
り

決
定
し
ま
し
た
口
勝
ち
点
が
同
じ
場
合

は
得
失
点
差
で
決
定
し
ま
し
た
。

動
引
い
し
両
日
釆
古
河
一
日
只
一
E
K
H
い

秋
山
登
志
江
氏

就
任

日
月
1
日
付
け
で
、
教
育
委
員

の
秋
山
登
志
江
氏
が
教
育
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
委
員
長

任
期
は
平
成
日
年
刊
月
紅
白
で
す
。

西条4282番地

町立図書館から

お・す・す・め

【
一
般
図
書
】

崩
れ
た
街
の
足
な
が
お
じ
さ
ん

よ

之

郷

利

昭

講

談

社

「
主
夫
」
を
選
ん
だ
八
人
の
男
た
ち

宮
内
克
代
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
出
版

気
に
な
る
言
葉
、
気
が
散
る
日
々

青

山

南

本

の

雑

誌

社

引
退
な
き
人
生

諸
井
薫

P
H
P研
究
所

鳥
の
こ
と
ば
人
の
こ
と
ば

開

加
藤
幸
子

K
S
S出
版

ニ
児
童
図
書
}

明
町
工
場
・
ス
ー
パ
ー
な
も
の
づ
く
り

m

ψ
関

智

弘

筑

摩

書

房

み
数
の
悪
魔

ヱ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ペ
ル
ガ

l
晶
文
社

う
さ
ぎ
の
、タ
ン
ス

彩
樹
か
れ
ん
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

平成10.12.1しょうわ⑪ 広報



l敷島梅の里ク町川一大会 I

~梅の薫りがただようさわやかな風の中を

力いっぱい駆け抜けてみませんか/~

日 時平成11年3月7日(日)午前8時-9時(受付)

会 場敷島総合文化会館前広場

申込期限平成11年l月20日(水)まで

参加料 一般・親子ファミリー 2，000円

中・高生 1，000円小学生 500円

参加定員 1，000人(受付)1目、定員になり次第締め切り)

(3 km)親子ファミリ}、小学4-5-6年生男女 (5 km)中学生男女

( 5凶・10km)一般高校生男女、 40歳以上男女

申込方法 所定の用紙(敷島町役場窓口にある)に参加料を添えて直接、または、お近く

の郵便局よりお申込みください。

参加資格 一般アマチュア競技者で健康者に限ります。

小学生以上(親子フ ァミリーの子どもは、小学1・2・3年生に限る)

障害をもっ方の参加も可能(伴走者帯同)

申し込み 敷島町教育委員会内クロスカントリー実行委員会事務局(包77-4111)

'98ふれあい回り舞台

テーマ 『ホットな甲府(まち)がここにある』

T発表t門町日(日)午後 1 時~4 時 く甲府市〉
会 場甲府市総合市民会館山の都アリーナ

出演予定 ブラスパンド・海援隊、中央保育園・園児、希望の家・レインボー

演歌寄っちゃばれ踊り・美幸会、おみこし・山梨みこし連合他

.展示部門

日時 12月 2 日(水)~ 6日(日)

会 場甲府市総合市民会館多目的室

.ふれあい・交流部門

日 時 12月 6 日(日)午後 1 時~4 時

会 場甲府市総合市民会館ホワイエ

内 容クリスマスツリーを手作りで飾り

付けて完成させます

問い合せ 甲府市役所障害福祉課 (ft37-1161内線3581)

社交ダンスで交流しよう

日時 12月20日(日)

時間午後6時~午後 9時

場所 甲府市総合市民会館アリーナ

内 容 甲府広域圏内の文化交流事業の一環として、ダンス愛好者

の交流と連携を目的とします。

問合せ ・甲府地区広域行政事務組合事務局

(ft22-1190内線291)

-佐野(包75-6467)

11月 1目玉穂町生涯学習館がオ ープンし

王穂町牛涯学習館完成 ましたo
ゆ -J ~V-=l: てr l=l民白，一月'" 階は、図書館とな っ ており、現在約 3

万冊の蔵書があります。他にもインターネ

ッ トや本の検索ができるマルチメディアコ

ーナーや好きなビデ オを鑑賞できる AV
コーナーなどがあります。

2階は、いろいろ な イ ベ ン ト にf吏えるキ見

聴覚ホールや読書室があります。

・開館時間
午 前 10時~午後 5時

(火曜日・金曜日は午後 7時まで)

・休館日
月曜日、祝祭日、年末年始など

※詳しくは玉穂町生涯学習館へお問い合わ
せ下 さ い。

fi0552-30-7300 

NEWSお勿げ

& 

ワどいEVENT
甲府市・竜王町・敷島町・玉穂町・昭和町・田富町

く竜王問〉

クリスマスコンサート
開催日 12月12日(土)

時間午後7時30分~

会場竜王町立図書館視聴覚室

演奏マンドリン演奏…英和高校 OB

ハンドベル演奏…英和高校生徒

くま×くまキッズクリスマス会
開催日 12月19日(土)

時間午前10時~

会場竜王町立図書館視聴覚室

対象幼稚園・保育園児から小学校低学年

内容大型絵本、アニメ映画会、折り紙など

問合せ竜王町立図書館 (ft78-0811)

福祉・家事援助サービス基礎学習会
開催日平成11年 1 月 26 日(火)~29 日(金)

時間午前9時~正午

会場竜王町北部公民館 2F 

対象者県内在住者で4日間参加できる人

日 程 26日 ホームヘルプサービス概論

27日 サービス利用者の理解

28日 ホームヘルパーの職業倫理

29日 高齢者、障害者などの調理技術

主催 山梨県シルバ一人材センター

中巨摩東部シルバー人材‘センター

問合せ事務局 (ft79-6626)

その他 2月にも同内容で開催予定

新春マラソン
開催日平成11年 1月2日(土)

時間午前7時30分

集合釜無川レクリエーションセンター前集合

問合せ竜王はしろう会(告76-6551)

広報しようわ平成10.12.1 ⑫



工業統計調査にご協力くださいEmIm酉
この調査は、毎年12月31日現在で製造業を営む事業所の 1年間の製造

活動、また、国内産業のエネルギー消費の実態を把握するものです。

年末年始のご多忙の中ですが、ぜひ調査の必要性をご理解しEただき、

ご協力をお願いします。

*昭和町内の製造業を営む事業所が対象です。

お問い合わせ役場企画行政課 統計担当まで

近
頃
、
子
ど
も
と
話
を
し
て
い
ま
す
か
?

ふ
だ
ん
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
も
っ
て
い
ま
す
か
?

思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
子
ど
も
時
代
を
。
つ
ら
い
と
き
、

悲
し
い
と
き
、
悩
ん
だ
と
き
を
。

局
留
に
分
か
っ
て
も
ら
い
た
が
っ
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
の
言
葉
が
役
立
っ
た
か
。

子
ど
も
た
ち
の
心
の
シ
グ
ナ
ル
に
気
付
き
、
受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ
る
大

人
で
あ
る
た
め
に
、
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
と
の
時
間
。

-・ー-・ー----ーー--・ー--・ー-ーー--・ー

「子どもと話すJための 4つのヒント

①
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
そ
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
は
、
「
お
は
よ
う
」
「
い
っ
て
き

ま
す
」
な
ど
の
毎
日
の
あ
い
さ

つ
で
す
。
親
か
ら
進
ん
で
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

②
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
話
題
を
つ
く
ろ
う

無
理
に
子
ど
も
に
話
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
親
子
で
興
味
の
も
て
る
話
題
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。

③
残
業
や
夜
の
お
付
き
合
い
は

ほ
ど
ほ
ど
に
、
家
に
早
く
帰
ろ
う
。

「
い
つ
も
家
に
い
な
い
お
父

主
主一

さ

ん

」

で

は

、

会

話

の

し

よ

う

匡

一一
日

が
あ
り
ま
せ
ん
。
仕

事

や

付

き

里

町

一一

合

い

は

ほ

ど

ほ

ど

に

、

な

る

ベ

ト

泌

く
早
く
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

F
p
a

、

ご両親ヘ

④
お
説
教
に
な
ら
な
い
よ
う
に

最
後
は
い
つ
も
お
説
教
に
な
っ
て
し
ま
う
・
:
で
は
、
子
ど
も
に

敬
遠
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
子
ど
も
の
意
見
や
将
来
の
夢
な
ど
に
じ

っ
く
り
と
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

休
日
は
家
族
に
邪
魔

さ
れ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り

読
書
を
楽
し
ん
だ
り
、

パ
ソ
コ
ン
を
い
じ
っ
た

り
し
た
い
:
・
と
、
ひ
そ

か
に
考
え
て
い
る
お
父

さ
ん
た
ち
も
少
な
く
な

い
の
で
は
。

で
も
、
昨
今
の
住
宅
事
情

v

で
は
、
子
ど
も
部
屋
の
確
保
'

だ
け
で
手

一
杯、
「お

父

さ

ん

・
F

専
用
の
書
斎
」
は
夢
の
ま
ま
.
，

と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い

.

.

 

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
提
案
聞
薗

し
た
い
の
が
、
押
し
入
れ
や
田
園

部
屋
の
壁
面
な
ど
を
利
用
し
凹
幽

た
コ
ー
ナ
ー
書
斎
で
す
。
司
掴

お
金
を
か
け
ら
れ
な
い
と

.

.

 

い
う
人
に
は
、
押
し
入
れ
の
・
司

活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ふ
・
司

す
ま
を
外
し
た
押
し
入
れ
の
司

上
段
に
、
カ
ラ
l
ボ
ッ
ク
ス
『

や
本
立
て
を
入
れ
て
奥
半
分
を
小
さ

な
書
棚
に
し
、
手
前
半
分
を
デ
ス
ク

と
し
て
利
用
し
ま
す
。

収
納
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
の
あ
る
お

宅
な
ら
、
押
し
入
れ
の
中
板
を
外
し

て
、
中
を
丸
ご
と
書
斎
に
し
て
し
ま

う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
周
囲
に
壁
紙

を
張
り
、
照
明
を
備
え
付
け
て
、
中

に
小
さ
な
デ
ス
ク
や
座
卓
を
置
き
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
床
面
積
を
広
く

使
え
る
よ
う
に
、
本
棚
は
天
井
か
ら

暮らしの

ワンポイン卜

⑬ 広報

の
つ
り
下
げ
式
の
も
の
を
設
置
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
、
っ
。

組
み
立
て
式
の
ユ
ニ
ッ
ト
家
具
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
市
販
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
部
屋

の
壁
面
に
書
斎
空
間
を
作
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
本
棚
や
引
き
出
し
な
ど

の
パ

l
ツ
を
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
積

み
上
げ
、
そ
こ
に
ラ
イ
テ
ィ

園
町
ン
グ
ボ

l
ド
を
組
み
合
わ
せ

.
U

れ
ば
、
小
さ
な
書
斎
の
で
き

白
ゆ
あ
が
り
で
す
。

利

ユ

ニ

ッ

ト

家

具

の

メ

リ

ツ

を
ト
は
、
壁
面
を
有
効
に
使
え

面
る
収
納
力
と
、
必
要
に
応
じ

壁
て
簡
単
に
増
改
築
で
き
る
こ

や

と

。

パ

l
ツ
に
も
い
ろ
い
ろ

れ
な
種
類
が
あ
り
、
ラ
イ
テ
イ

圃
J

リ
ン
グ
デ
ス
ク
の
ほ
か
、
パ
ソ

刷
コ
ン
専
用
デ
ス
ク
を
設
置
す

2
a
る
な
ど
、
自
由
な
設
計
が
楽

し
め
ま
す
。

最
近
は
、
通
信
販
売
さ
れ
て
い
る

も
の
も
多
い
の
で
、
雑
誌
や
カ
タ
ロ

グ
な
ど
で
比
較
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

平成10.12.1しょうわ



暮らしの情報

INFORMATION CORNER 

清里の森「リゾート昭和」
一冬期休館になります一

(12月 1日~来年 3月31日)

清里高原にある町営保健休養施設「リゾート昭和」が、

今月から来年の 3月まで冬季休館になります。開館中は、

多くのみなさんにご利用いただき、ありがとうございま

した。

来年は、 4月からのご利用となります。

.問い合わせは 役場総務課(包75・2111)まで

E閏ー丈一_x魯拝訟iご'X~当社同署火...0..m 1~-J=1対ft.f.弓ìZi1，手守国自火Z玄

法律的なご相談でしたらどんな内容でも結構です。た

だし予約制となります。

日 時 平 成10年12月 9日(水)

時 間午 後 1時~午後 4時まで

場 所昭和町中央公民館

担当弁護士水上浩一氏

相談者人数 6名から 8名位まで(要予約)

予 約先 役場 企画行政課行政係

(包75-2111内線211)

ご覧くださ L、『町消防出初式j
正月恒例の町消防出初式をご存 じでしょうか。「出初

式」とは、消防団員が 1年の消防活動のはじめとして、

表彰、また、訓練礼式や、ポンプ車操法 ・小型ポンプ操
法などを披露する式のことです。

日ごろ町の消防・防災・防犯活動に熱心に取り組んで
いる消防団員の雄姿をご覧ください。

@とき平成11年 1月10日(日)

午前 9時~
押原中学校校庭

婦人講座のお知5せ
.お菓子作り教室 1月22日から 3回

金曜日 午後 7時から

1月28日から 5回

木曜日 午後 7時30分から

2月19日から 4回

金曜日 午後 7時30分から

2月 2日から 4回

火曜日 午後 7時30分から

@絵手紙教室

-パン作り教室

@フラワー

アレンジメント

手話講習会
町-の手話サークル「ほたるの会」の協力による、

初心者を対象とした基礎的な手話法の講習会です。
どなたでも気軽にご参加ください。
@日時 1 月 12 日(火)~ 3月16日(火)

(火曜日計10回)
@時間午後 7 時30分~9 時30分

@場所総合会館 〈受講料は無料〉
*申し込み・問い合わせは役場健康福祉課

福祉係(包75-2111内線251)

φところ

*会場はすべて町総合会館です。詳しい問い合わせは

健康福祉課福祉係(岱75-2111内線251)

山梨県知事選挙の日程

平成11年 1月7日(木)

平成11年 1月24日(日)

選挙期日の告示

投票日
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暮らしの情報

INFORMATION CORNER 

郵便局からのお願い

年賀状の差し出しは12月24日(木)までに

元旦にお届けするために、できるだけ12月23日(水)頃

までに、お書きいただき、 12月24日(木)頃までに、方面

別に束ねてお出しくださるようお願いします。また、年

賀葉書には 7ケタの新郵便番号をお書きくださるようお

願いいたします。

〈町内各地区の新 7ケタ番号は 9ページをご覧ください〉

.対象

.相談内容

弱視教育相談室開催のお知5せ
お子さまやご本人の自の問題について、いろいろと悩んで

いる方、専門の先生に相談してみてはいかがでしょうか。

.日 時平成10年12月12日(土).13日(日)

.時 間午前10時~午後 3時

.場 所山梨県立盲学校文化交流館

甲府市下飯田2-10-2
乳幼児 ・児童・生徒・成人(本人または保護者)

教科書や黒板の字が読みにくい。その他、自の

不自由な子どもの育児でお困りの方

電話でお申込みをしてください。

山梨県立盲学校弱視教育相談室

(宮26-3361)酒井・中村まで

「正月用盆栽の作り方教室jの開催
松竹梅の正月用盆栽でお正月を迎えましょう 口

日時平成10年12月17日(木)

時間午前 9時30分~午後 4時まで

講師雲松園会長小 林豊 蔵先 生

受講料 5，000円(完成した盆栽は持ち帰りできます)

定員 25名(先着順)

申込み 申込書(役場企画行政課窓口にある)に必要

事項を記入の上、申し込みください

会場・申込先

山梨県中小企業人材開発センター

甲府市大津町2130-2(宮43-4916) 

登記申請はお早めに
登記申請は、例年年末になりますと急激に増加し、

相当の混雑が予想されますD

つきましては、年内の業務終了日 [12月28日(月)]

間近に提出された登記申請は、年内に処理すること

ができないことも考えられますので、できるだけ早

期に申請していただきますよう、ご協力をお願いし

ます。 .申し込み

甲府地方法務局

あなたも参加しませんか/

国際交流「クリスマス会」
町内在住外国籍住民との交流を目的に国際交流クリス

マス会を開催します。「昭和町国際交流を進める会」のメ

ンバーが、おいしい民族料理やバンプーダンスを用意し

て、楽しくどなたでも参加できるクリスマス会です。お

誘い合せてご参加下さい。

と き:12月22日(火)午後 7時から

ところ:昭和町中央公民館講堂

ひょう:500円(飲み物代等)

申込み:12月 1日から電話にて受付け

宮 75-3737(教育委員会生涯学習課)

「世界人権宣言50周年・

人権擁護委員制度50周年記念月間」のお知らせ

本年は「世界人権宣言Jが1948年(昭和23年) 12月10
日に採択されてから50周年を、また、同年 7月17日に発

足した人権擁護委員制度も50周年を迎えるという意義深

い年に当たります。

法務省と全国人権擁護委員連合会では、 12月 1日から

31日までの 1か月間を「世界人権宣言50周年・人権擁護

委員制度50周年記念月間」と定め、住民の皆さんに人権

思想の普及高揚を呼びかけております。

強調事項は、次の 7つですが、これを実現することは、

すべての人々の願いです。それぞれの趣旨を理解し、お

互いの人権を尊重して明るい社会を築きましょう O

お
詫
ぴ
い
た
し
ま
す

日
月
・
日
月
号
の
お
誕
生
コ

ー
ナ
ー

に
掲
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
み
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し
て
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ま
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ご
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親
・

ご
家
族
の
方
の
御
期
待
を
裏
切
っ
て
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ま
い
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し
た
こ
と
に
深
く
反
省
し
、
こ

の
誌
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

無料交通事故電話相談
相談日 月曜~金曜日(祭日除く)

午前 9 時半~12時

午後 1 時~4 時40分

ご相談は (28-8335)まで

専門の相談員が親身にな

ってご相談に応じます。

間日本損害保険協会

甲府自動車保険請求相談センター

甲府市丸ノ内 3-1 -6 
(住友生命ピル 3F) 

言吉電

考えよう あなたの人権

子どもの人権を守ろう

国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

部落差別をなくそう

女性の地位を高めよう

障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

高齢者を大切にする心を育てよう

人権問題でお困りの方は、お気軽に最寄りの人権擁護

委員か法務局にご相談下さい。

fi0552-52-0110 (いじめ110番)

宮 0552-52-7151 (甲府地方法務局)

相談は無料、秘密厳守で、難しい手続きは必要ありません口

わたしの人権ー世界人権宣言明ト

国保ミこだより
lllJが医療機関な どに

支払った 9月分の医療

費は、約3，490万 4千

円です。(前年同月比

16.3%の減)病気の予

防は、早期発見、早期

治療が大切です。

むやみな転医は

~~慧私 つつしみ、医疲

〈主選影A費を大切に使い

ましょう 。
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が
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。
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ボ
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守
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EZT721 
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==10月 分 --

負傷
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金丸菜摘ちゃん

eH 9. 2. 20生 (西条二区)
ec父)武士さん (母)みどりさん
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ちょっと一言
一日の始まりの朝食だからこそ、

しっかりバランスのとれた食事を

こころカ王けましょう 。カルシウム

の魚類に野菜もたっぷりそして実

だくさんの味噌汁、これで今日も

一 日ファイト/

食生活改善推進員

合福みち予さん(清水新居)
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①小松菜は硬めにゆでて 3~4cmの長さに切る 。

② 揚げかまぼこは 5cm幅に切る。

③ 鍋に@を煮たてて、小松菜と揚げかまぼこを入れ、強火でと

きどき混ぜながら 3~5 分煮、汁ごと器に盛る 。

⑨ 
と
ひ
と

と
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ろ
そ
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?

「
も
う
ロ
月
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
、
そ

ろ
そ
ろ
年
賀
状
を
書
か
な
け
れ
ば
・
・
・
」

毎
年
、
早
く
書
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
忘
年
会
な
ど
で

楽
し
く
さ
わ
い
で
い
る
と
、
つ
い
つ
い

忘
れ
て
し
ま
い
、
暮
れ
の
押
し
迫
っ
た

頃
に
な
っ
て
必
死
に
書
き
始
め
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
・
..
 

4

フ
年
こ
そ
は
余
裕
を
持
っ
て
書
き
終

え
た
い
も
の
で
す
。

-
主
役
は
み
な
さ
ん
・
..
 

日
慎
み
な
さ
ん
が
地
域
活
動
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
そ
の
他
の
活
動
に
汗
を
流

し
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
5
親
睦
を

深
め
活
動
し
て
い
る
姿
は
と
て
も
す
ば

5
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
は
そ
ん
な
町
民
の
み
な
さ
ん
を

応
援
し
ま
す
。
「
話
題
の
ひ
ろ
ば
」
コ
ー

ナ
ー
の
主
役
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
で

す
/
と
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。
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〔町の人口〕

男 7，647人(-1 ) 

女 7，112人(+14) 

計 14，759人(-13) 

世帯数 5，477戸(+2 ) 

11月 1日現在。( )内は前月比

しっかりバランス・簡単朝食メニュー
・甘塩ざけと野菜のレンジ蒸し

・材料 (4人分)

甘 塩ざけー

しめじ

人参・ー・....

しょうが

ねぎ

・作 り方

① しめじは石づきを除いて 、小房にほぐす。人参としょうがと

ねぎはせん切りにする。 ねぎは冷水にさらしておく。

②③は 、混 ぜ合わせておく。

③ 甘塩ざけは 、電子レンジ可能な皿に並べ 、し ょうが、人参、

しめじを散らしのせ② を振りかける。 ラ、ソプをかけて電子レ

ンジで 6~7 分加熱する 。

④ 火 が通ったら 、器に盛り分け 、水けをよくき ったねぎをのせる 0

・小松菜と揚げかまぼこの早煮

・材料

小松菜

揚 げ かまぼこ

広
報
担
当

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

⑮ 平成10.12.1しょうわ広報自然保護のため『広報しようわJは再生紙を使用しています。


